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［技術の概要］

１．技術開発の背景及び契機
港湾施設における陥没は全国的課題となっており、気候変動に伴う高波浪などが陥没リスクを増長し、

人命や施設信頼性を危機にさらしている。一方、管理面では陥没対策工事に伴う費用的・時間的課題が懸
念される。本技術は、ケーソン護岸・岸壁の目地部透過波に起因する吸い出し・陥没の抑止に向けた繊維
製緩衝材による目地透過波低減法である。設置の容易性、外力低減効果ならびに陥没抑止効果と共に、時
間・コストの縮減と防砂板への負荷低減により施設の長期延命化に資する。

２．技術の内容
本技術は、吸い出し・陥没を引き起こす透過外力自体を緩衝材により効率的に減衰させることによって

ケーソン護岸・岸壁の陥没リスクを大幅に抑制することを可能にした新技術である。従来は、ケーソン目
地の透過波による外力を、防砂板または抑止工で受けていた為、それら自体が衝撃圧によって損傷するリ
スクがあったものを、緩衝材設置によって効果的に緩和するものである。緩衝材は、ケーソンの動きに追
随可能で、かつ波力を緩衝できる繊維製ネット材の集合体で構成される。繊維製ネット材は、耐久性、耐
候性、安全性が担保されている。老朽化施設を含む複数の現場で 80％以上の波力低減効果を継続的に発
揮すること、並びに、緩衝材の設置安定性についても実海域試験・実施工・経年追跡調査を通じて明らか
にし、陥没を繰り返す複数の現場で陥没抑止効果を実証している。

３．技術の適用範囲
ケーソン護岸・岸壁を対象とし、ケーソン高さ 15m、目地幅 9cm～ 40cm の範囲での施工が可能で、

多様なケーソン目地に対して透過波力の低減効果が確認されている。ケーソン目地部の形状は上記範囲で
あればこだわらない。老朽化護岸・岸壁は、現行港湾基準以前の構造が多く、過去の波力抑止工の残骸（袋
詰めコンクリート等）があるが、ケーソンの高さ分に繊維製緩衝材が設置可能であれば、既存の抑止工・
水底堆積物の有無に依らず、波力低減効果を発揮することが実証されている。

４．技術の効果
防砂板の取り換えに伴う掘り起しなど大掛かりな工事が必要なくなり、従前と比べて 90％の修復コス

トが削減される（10 分の１のコスト・工期）。背後地からの補修工では水位の関係で LWLまでの対応で
限界があったが、本技術ではケーソンの高さ分で施工が可能となった。当技術は、老朽化施設を含む全国
のケーソン護岸・岸壁に適用可能で 80%以上の目地透過波力の低減効果と陥没抑止効果が得られる。地
震や高波による衝撃でケーソンに動きが生じても目地部全体で追随し機能を維持することができる。

５．技術の社会的意義及び発展性
社会的意義：�本技術を通じた人命の安全・施設の信頼性担保と共に、施工期間・コストの縮減、当該施

設・用地の休眠時間減少、港湾機能の停滞回避、新規事業促進、全国該当施設の長寿命化
　　　　　　�総費用の縮減により、管理者の財政的負担が緩和、港湾機能の拡充等に費用を向けることが可能
発　展　性：�吸い出し・陥没リスクが大幅に低減されることから、海上空港や原子力発電所など重要施

設の安全性拡充へ発展が期待できる。早期施工と防砂機能の早期復旧が可能で災害復旧に
も活用できる。

６．技術の適用実績
茨城県外港地区護岸改修工事、平成 30 年 10 月～令和元年 11 月　　他３件
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